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↑↑ （本の泉社  2015 年刊） 

 

･･･今のうちに母から原爆のことを聞い

ておかないと後悔する。このままでは、私

は、一生被爆体験が分からなくなる。気付

くのが少し遅すぎたが、いまなら間に合

う。 

 1991 年の夏、アメリカから広島の実家

に里帰りしていた私は、ついに意を決し

て、母に原爆の時の話を聞くことにした。

その朝は、珍しく友人や親戚などの訪問

客もなく、母と二人きりの静かな朝だっ

た。勇気を出して、恐る恐る聞いてみた。 

「ねぇ お母さん 原爆の時は、どう 

だったん？」 

 すると驚いた 

ことに、母は嫌 

とは言わず、46 

年間の沈黙を破 

って、話し始め 

た……。 

（「はじめに」 

より） 
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天野寛子 フリー刺繍画展 
2025/8/4・月 ～ 8/8・金 

YO-HAKU  （広島市中区小町 3-1 サンライズ小町 2F） 

 


